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タープランである。２０１４年３月末現在、全国７６都
市、１０６地区で策定されているが、熊本市では策
定していない。

③附置義務制度

　「附置義務制度」とは、駐車場法の第５章に規定
されているもので、駐車場整備地区あるいは商業
地域等において、建築物の新築、増築に際し、そ
の用途、床面積に応じて、駐車施設を附置させる
ことを市町村が条例により定めることができる制
度である。２０１４年３月末現在、１９８都市で制定さ
れており、熊本市でも、前述の「熊本都市計画駐
車場整備地区」の１４３.９��が対象地域となっている。

④駐車場の届出制度

　一般公共の用に供する駐車場で、駐車の用に供
する部分の面積が５００㎡ 以上のもので料金を徴収
するものについては、その管理者が、駐車場の位
置、規模、構造、設備その他必要な事項を都道府
県知事に届け出る制度であり、駐車場法の第４章
（第１２条）に規定されている。

（３）駐車場の種類

　駐車場の種類は、大きく分けて、「路外駐車場」
等の一般公共の用に供する駐車場と、「専用駐車
場」等の一般公共の用に供しない駐車場とに分類
される。駐車場の種類に関する体系図とそれぞれ
の概要については図表１の通りであるが、本稿で
は一般公共の用に供する「路外駐車場」の状況等
を中心にみていく。

（１）駐車場法の制定

　国内では、１９５０年代半ば頃から、自動車保有台
数の増加に伴って自動車交通量が増加し、路上駐
車の問題等が発生してきたため、駐車場を規定す
る法律として、１９５７年に駐車場法が制定された。
その後は、当初対象外であった軽自動車や自動二
輪車を対象に加えるなど、環境変化に応じた法改
正を行い、現在に至っている。

（２）駐車場法に基づく諸制度

　駐車場法に基づく制度としては、以下のような
ものがある。

①駐車場整備地区

　「駐車場整備地区」とは、駐車場法の第２章に規
定されているもので、自動車の輻輳する商業地域
等において、駐車場の計画的整備を推進するため、
都市計画に定めるものであり、２０１４年３月末現在
では全国１３０都市、１７０地区で指定済みである。な
お、熊本県内では、熊本市が１９７０年４月に「熊本
都市計画駐車場整備地区」を指定しており、熊本
市内の上通・下通・桜町等を中心に１４３.９��が駐車
場整備地区に指定されている。

②駐車場整備計画

　「駐車場整備計画」とは、駐車場法の第２章（第
４条）に規定されているもので、駐車場整備地区
内において、市町村が策定する計画であり、概ね
１０年後の駐車需給を予測し、官民の適切な役割分
担のもとに総合的な駐車場対策を行うためのマス
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～全国および熊本県内における駐車場事情調査～

はじめに
　戦後の自動車の急速な普及などに伴い、今日の車社会において駐車場は必要不可欠な都市施設となってい
る。保管場所としての住宅用の駐車場や、商業施設に併設される駐車場、市街地のコインパーキングなど、
多くの人が様々な機会に駐車場を利用している。また、都市中心部のまちづくりを考えていくうえでも、駐
車場はその重要な構成要素の一つであり、需給環境等に応じた適切な駐車場の整備などが求められている。
　本稿では、駐車場の関連法制の概要紹介のほか、都市間のデータ比較等を交えながら、全国および熊本県内、
熊本市中心部の駐車場の概況等についてレポートする。

1．駐車場関連法制の概要と駐車場の種類
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（１）全国の概況

①駐車場台数の推移等

　国土交通省の「自動車駐車場年報」によると、

２０１３年度の全国の駐車場台数は４７８万台で前年度

比０.９％の増加となった。駐車場台数の長期推移

をみると、１９５８年度時点では６,０４９台にとどまって

いたが、モータリゼーションの進展等に伴い、

１９６５年度には１０万台を突破し、その後、１９８２年度

には１００万台を超え、２００７年度には４００万台を突破

するなど、確認が可能な１９５８年度以降、５５年連続

で駐車場台数は増加している。（図表２）

図表２　全国の駐車場台数の推移　
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2．全国および都道府県、政令市等の概況

図表1　駐車場の種類　
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路上駐車場　　　　：駐車場整備地区内の道路の路面に一定の区画を限って設置される自動車の駐車のための施設であって、一般公共の用
に供するものをいう。　　（例）路上のパーキングメータ等

路外駐車場　　　　：道路の路面外に設置される駐車施設であって、一般公共の用に供されるものを指す。その主なものは以下の通り。

①都市計画駐車場　：都市計画上必要な位置に適正な規模で永続的に確保され、またその対象とする駐車需要が広く一般公共の用に供すべ
き基幹的なものであり、都市計画に定められた路外駐車場をいう。　　（例）熊本市の辛島公園地下駐車場等

②届出駐車場　　　：都市計画区域内において、自動車の駐車の用に供する部分の面積が５００㎡以上の路外駐車場を設置し、その利用につい
て駐車料金を徴収するものである。国土交通省令で定めるところにより、路外駐車場の位置・規模その他必要な事項
について、都道府県知事に届け出なければならない。　　（例）５００㎡以上のコインパーキング等

③附置義務駐車施設：地方公共団体は、駐車場整備地区内等において、一定規模以上の延床面積をもつ建築物を新築・増築するものに対し
て、条例でその建築物又はその建築物の敷地内に自動車の駐車のための施設を設けなければならない旨を定めること
ができるが、この条例に基づき整備される駐車施設を附置義務駐車施設という。　　（例）百貨店の駐車場等

【一般公共の用に供する駐車場の定義】
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　なお、２０１３年度の全国の駐車場台数を種類別に

みると、「都市計画駐車場」が１２万台（全体に占め

る構成比２.５％）で、「届出駐車場」が１６６万台（同

３４.８％）、「附置義務駐車施設」が３００万台（同

６２.７％）となっており、「附置義務駐車施設」や

「届出駐車場」のウエイトが大きくなっている。

②自動車１万台あたりの駐車場台数等

　全国の自動車の保有台数（二輪車を除く）は

１９５８年度時点では１４９万台であったが、１９６７年度

に１,０００万台を突破し、直近の２０１３年度には７,６７０

万台に達している。

　また、駐車場法の改正等を踏まえて、自動車の

保有台数の増加率を上回るペースで駐車場の整備

が進んでいることなどもあって、自動車１万台あ

たりの駐車場台数も増加傾向にあり、１９６５年度時

点では９０台程度であったが、２０１３年度には６２３台

まで増加している。（図表３）

（２）都道府県別、政令市等の概況

①都道府県別の概況

　都道府県別の駐車場台数をみると、東京都の８６

万台が最も多く、以下、神奈川県（５０万台）、大阪

府（４６万台）と続いており、熊本県は２４,６１４台で

４７都道府県中３２番目の順位となっている。

　また、自動車１万台あたりの駐車場台数をみる

と、東京都が２,１９５台で最も多く、以下、神奈川県

（１,３４８台）、大阪府（１,３０９台）と続き、熊本県は

１８８台で４７都道府県中３８位となっている。なお、

その他の九州各県では、福岡県が８６１台で全国５

位、長崎県は６７３台で同１１位、大分県が４５４台で同

１８位、鹿児島県が３４９台で同２４位、宮崎県が３０７台

で同２６位となっており、熊本県は４５位の佐賀県

（１２５台）は上回るものの、九州７県の中では６番

目の順位にとどまっている。詳細は後述するが、

熊本県内では、熊本市の駐車場の附置義務の対象

地域が他都市に比べて相対的に狭くなっており、

その影響などが考えられる。（図表４）
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図表3　全国の自動車保有台数（二輪車を除く）と
　　 自動車１万台あたりの駐車場台数の推移

図表４　都道府県別の自動車１万台あたりの
駐車場台数（２０１３年度）　 

����������	
�
�
��



�

②政令指定都市および九州主要都市の概況

　政令市２０市の駐車場台数をみると、横浜市の３４

万台が最も多く、以下、大阪市（３３万台）、名古屋

市（２４万台）と続いており、熊本市は２１,１２６台で

２０市中１８位となっている。また、人口１万人あた

りの駐車場台数では、千葉市が１,４６４台で最も多く、

以下、大阪市（１,２４９台）、福岡市（１,１５１台）と続

き、熊本市は２８９台で２０市中１７位となっている。

　政令市を除く九州の主要都市と比較すると、人

口１万人あたりの駐車場台数では、熊本市は佐賀

市（１７４台）や久留米市（２７６台）は上回っている

ものの、長崎市（８９０台）、大分市（７１９台）、佐世

保市（６５８台）、鹿児島市（６４３台）、宮崎市（５６３

台）を下回っている。（図表５）

　駐車場台数を分類別にみると、熊本市では政令

市の平均値に比べて、「届出駐車場」の構成比が高

く（熊本市６３.３％、政令市平均２５.５％）、「附置義務

駐車施設」の構成比が低い（熊本市３３.８％、政令

市平均７３.０％）ことが特徴である。これについて

は様々な要因が考えられるが、多くの都市では附

置義務の対象地域として、前述の「駐車場整備地

区」のほかに用途地域の商業地域や近隣商業地域

などが対象となっているのに対して、熊本市では

「駐車場整備地区」（１４３.９��）のみが対象地域と

なっているため、その影響などが考えられる。

　ここまで、「自動車駐車場年報」の調査データ

を紹介してきたが、同調査では附置義務の対象と

なっている駐車施設を除く５００㎡ 未満（収容台数

が３４台未満程度）の路外駐車場等が集計対象外で

あり、近年増加傾向にある小規模のコインパーキ

ング等の状況を把握しにくい面もある。そこで次

章では一般財団法人熊本市駐車場公社が行ってい

る実地調査の結果概要を紹介する。
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図表5　政令指定都市および九州主要都市の駐車場主要指標の比較（２０１３年度）　

人口　
（千人）

駐車場整備
地区面積
（ha）

合計 人口１万人
あたりの
駐車場台数

路上駐車場附置義務駐車施設届出駐車場都市計画駐車場

台数箇所数台数箇所数台数箇所数台数箇所数台数箇所数

１,１３０１,９３０３８３００１８５,１０５３,１８７３２,４３９１８３６０１２２１８,１４５３,３７２札幌市

政
令
指
定
都
市

１,０２９１,０４９３３０００７８,２３７９７１２９,３３６１７４３９２２１０７,９６５１,１４７仙台市

２６４１,２５６１６４００１８,４２６１３６１４,０９５８６６０１２３３,１２２２２４さいたま市

１,４６４９５９２６２００１１６,４８１８６２２３,６７４１１０２００１１４０,３５５９７３千葉市

９１０３,７１７９４８００２９５,６３１６,７０４３９,２９７２１９３,３６３７３３８,２９１６,９３０横浜市

４９７１,４５３８８００５９,３９６１,１５６１２,４０７８３３６６１７２,１６９１,２４０川崎市

２３７７２０２０７００３,７１６４８１０,１６４３４３,２０７６１７,０８７８８相模原市

３１０８０３２０３００１４,４０８２６５１０,３５２４８１１２１２４,８７２３１４新潟市

４６５７１６５３０００１９,６２８４１４１３,２７４８２４００１３３,３０２４９７静岡市

４０４８１１１４５００１４,５３９１３６１６,７０３８６１,５１５３３２,７５７２２５浜松市

１,０６９２,２６８１,９１９００１６２,７９７３,００９７４,８０８３０６４,８３８１４２４２,４４３３,３２９名古屋市

４４３１,４６７４８４００３２,９１７７２６３０,５７３１７８１,５３２５６５,０２２９０９京都市

１,２４９２,６８０２,５５３００２６５,９８８７,０８４６４,５６１７９８４,０５５１０３３４,６０４７,８９２大阪市

２１７８４１２３７００２,２６７２７１５,８５５５８１４０１１８,２６２８６堺市

７３１１,５４０９０４００６０,８０２１,０３４４７,８８４２１７３,８３０１３１１２,５１６１,２６４神戸市

６８５７０３３９６００４０,３９４１,７１９６,６３４４９１,１４９６４８,１７７１,７７４岡山市

６１８１,１８６１,０１３６４０１４４６,７４７１,５１７２３,５４５１７１２,３３４６７３,２６６１,７０８広島市

８４２９７７４１５００５５,３８３７７０２６,０５８９６８０４２８２,２４５８６８北九州市

１,１５１１,４４９６３２００１１２,２１３２,９０４５１,４６０２８６３,０８２８１６６,７５５３,１９８福岡市

２８９７３２１４４００７,１３４１６０１３,３６７５５６２５１２１,１２６２１６熊本市

８０１２７,２５７１１,９５７６４０１４１,５９２,２０９３２,８２９５５６,４８６３,３１９３３,１４６９２２,１８２,４８１３６,２５４合　計

１７４２３５-００００４,１００２９００４,１００２９佐賀市

九
州
の
主
要
都
市

２７６３０５２０３００３,９５７７７４,１１９２４３３２３８,４０８１０４久留米市

８９０４３７３４１００２７,７７８４７１１０,３３３６２７９８５３８,９０９５３８長崎市

６５８２５７１７６００１,７４１１１２１４,５０６４６６５４４１６,９０１１６２佐世保市

７１９４７８-００２４,７８９４７２９,３４４５８２３１１３４,３６４５３１大分市

５６３４０４２４５００１３,５９９１６９９,０３３２６１３２２２２,７６４１９７宮崎市

６４３６０７５８０００２５,２７２３４０１３,１３０６０６０２１３９,００４４０１鹿児島市

６０４２,７２３１,５４５００９７,１３６１,６４１６４,５６５３０５２,７４９１６１６４,４５０１,９６２合　計
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図表7　熊本市中心部の駐車場収容台数の推移

図表６　熊本市中心部の駐車場箇所数の推移

3．熊本市中心部の駐車場の概況

（１）熊本市中心部駐車場調べ

①熊本市中心部の駐車場箇所数の推移

　一般財団法人熊本市駐車場公社が熊本市中心部

での実地調査等を基にまとめている「熊本市中心

部駐車場調べ」（５００㎡未満の小規模駐車場も調査

対象に含む）によると、熊本市中心部（桜町・新

市街・下通・上通の４エリア）の駐車場箇所数は、

２０１５年２月時点で２０４箇所となっており、前年比

で５.７％（１１箇所）増加している。（図表６）

　また、エリア別の駐車場箇所数は、「新市街」が

７１箇所で最も多く、以下、「上通」（５２箇所）、「下

通」（４６箇所）、「桜町」（３５箇所）と続いており、

前年比では「新市街」（＋６箇所）や「桜町」（＋

４箇所）で大きく増加し、「上通」が１箇所の増加、

「下通」では横這いとなっている。

②熊本市中心部の駐車場収容台数の推移

　熊本市中心部（４エリア）の駐車場の収容台数

は、２０１５年２月時点で１２,５７０台となっており、前

年比で１.２％（１５４台）増加している。また、エリ

ア別の駐車場箇所数は、「下通」が３,６２４台で最も

多く、以下、「新市街」（３,１２９台）、「上通」（２,９１９

台）、「桜町」（２,８９８台）と続いており、前年比で

は「桜町」が３.４％増（＋９５台）、「上通」が１.９％増

（＋５５台）、「新市街」が１.９％増（＋５８台）で、「下

通」が１.５％減（▲５４台）となっている。（図表７）

　なお、２０１５年２月時点の駐車場１箇所あたりの

収容台数をみると、全体平均は６２.４台となってお

り、エリア別では「桜町」の８２.８台が最も多く、

「下通」が７８.８台となっている。「上通」（５９.０台）

や「新市街」（４４.１台）では１箇所あたりの収容台

数が相対的に小さく、それらのエリアでは比較的

規模の小さい駐車場が多くなっていることがうか

がえる。
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（２）事業者等へのヒアリング概要

　前述の調査をとりまとめた（一財）熊本市駐車

場公社では、熊本市中心部の駐車場の立地に関す

る実地調査を基に「くまもとし市街地駐車場マッ

プ」を作成している。

　同公社にヒアリングを行ったところ、熊本市中

心部ではコインパーキングなど比較的規模の小さ

い駐車場が数多く立地しており、直近の調査でも、

新設された駐車場のうち、大きいものでは４０台程

度の収容台数の駐車場もみられたが、１０台未満の

小規模の駐車場がほとんどであったそうである。

また、直近の調査で桜町や新市街の駐車場数が増

えていることについては、桜町の再開発の関連で

大型駐車場の閉鎖が予定されていることなどが影

響しているようである。

　このほか、熊本市内の民間駐車場事業者にヒア

リングを行ったところ、熊本市中心部の駐車場の

需給環境については、１９９０年代後半頃までは、市

中心部の百貨店で買い物客の車が長い列をつくる

など、不足感の強さがうかがえたが、２０００年代前

半頃から民間の大型駐車場が複数整備されてきた

ことなどもあって、近年は駐車場の需給環境も改

善してきており、駐車場数も安定的に推移してい

るようである。 

　なお、最近の象徴的な出来事としては、熊本市

中心部で老朽化した機械式の立体駐車場を閉鎖す

る事例が増えてきているそうである。これまでは

部分的な補修等で対処できていたが、それも限界

に近づき、新設するにも、よほどの好立地でない

限り、投資コストが採算に見合わないため、それ

らの駐車場では閉鎖という判断に至っているよう

である。

　国土交通省の統計の数字をみると、熊本県や熊

本市の駐車場数は、都市規模と比較して少し物足

りなさを感じる数字になっているが、熊本市駐車

場公社や事業者へのヒアリング結果等を考慮する

と、熊本市中心部の駐車場の需給環境は、概ね良

好な状況にあると思われる。今後は桜町の再開発

の影響等で駐車場数の一時的な落ち込みが予想さ

れるものの、収容台数１２～１３千台程度の水準での

安定した推移が見込まれる。

　熊本県内では、１９９０年代後半頃から大型の駐車

場を備えた郊外型のショッピングセンターが数多

く誕生し、熊本市中心部の商業施設との競合も生

じているが、熊本市中心部の来街者の増減を左右

するものは、当該エリアに立地している商業施設

（個店）の魅力などであり、駐車場は交通手段の

利用をサポートするためのインフラの一つにすぎ

ない。近年は、熊本市中心部の駐車場の需給環境

も改善し、従前からの取り組みではあるが、買い

物客への駐車券の配布など、交通面での競争条件

も改善してきている。

　今後も個店の魅力向上に向けた取り組みなどが

期待されるとともに、少子高齢化の進展等を踏ま

えたまちづくりのグランドデザインを描き、お年

寄りや子供連れにも優しい駐車場を整備するなど、

時代変化を見据えた駐車場の整備等が求められる。

おわりに

※同マップは下記アドレスよりダウンロードが可能
http://www.kumamotocity-pf.or.jp/

【参考】くまもとし市街地駐車場マップ
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